



























































































































































































































































































































































































































































































　郎訳『言葉と主体―一般言語学の諸問題―』岩波書店 2013）。原題 Le l angage et  l’






注４　水野清 1958、前田愛 1973 らが『浮雲』における篇ごとの文末表現の計量調
　査を行っている。
注５　「言文一致と敬語」（『中央公論』15 － 2　明治 33 年 2 月）。








　波書店 2014、原題 SINCRONÍA, DIACRONÍA E HISTORIA EI problema del cambio 
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